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    Geo-Link

位置情報を利用した通信アプリケーションです。利用者は XPC の“雨雲”を任意の場所に作ることができ、“雨
雲”のまわりにいる XPC 利用者に対して、XPC の配布（Rain）行うことができます。イベント性の高いこ
の機能は、オフラインで人々とXPCを繋げる役割があります。

    XPCheck

XPC-Project が運営する総合Webサービスです。
支払い機能やステーク機能を有する Web ウォレットを利用して、実店舗での決済や提携している企業サー
ビス・利用者同士による支援活動を行うことができます。
主にオンラインで人々とXPCを繋げる役割があります。

オープンソースプロジェクトとして XPC-Project は、誰もが経験から得た技術やアイディアを元に報酬を
受け取るために、自由に開発に参加できる環境を構築していきます。XPC-Projectでは利用者はより良いサー
ビスを受けようとし、開発者はより報酬を得ようとし、XPC-Project は開発者と利用者両方を支援するよう
な機能を開発する。それがXPC-Project をより良い方向へと発展させることだと考えています。





Proof of Stake（PoS）はPeercoin の開発者によって発明された取引の承認シ
ステムかつ報酬システムです。Bitcoin など数多くの暗号通貨が採用している
Proof of Work（PoW）では、取引を承認するのに高性能なコンピューターに膨
大な計算を必要とし、多大なリソースを消費するのに対し、PoSシステムではネッ
トワークに繋がったそれぞれのノードが取引の承認を行う分散型のシステムであ
り、一極集中のPoWと比べて消費するリソースは非常に僅かです。利用者は自
分のPC に XPCを入れたウォレットをネットワークに常時接続することにより、
承認システムの一員となり、報酬を得ることができます。

XPCが採用するAge Burnable PoS（ABPoS）において、報酬を得るまでの
時間とその量はトランザクションCoinAge とコインの量に依存し、報酬はステー
クされたトランザクションとは独立した別のトランザクションとして配布されま
す。また、すべてのトランザクションの処理には僅少の手数料が必要とされ、そ
の手数料は100%がバーンされます。そのため、トランザクションはステークの
たびにバーンされた手数料の分ずつわずかではありますが減っていきます。上限
の設定されていないPoS通貨の最大の問題点はインフレへの懸念です。ABPoS
において手数料は常にバーンされることから、ステークや取引が多くなれば多く
なるほど余分なXPCはバーンされ、わずかではありますが、インフレの抑止とな
ります。

ABPoSの最大の特徴として、ステークしているトランザクションにネットワー
クから支払われる報酬トランザクションを条件付で編集できることが挙げられま
す。
とある事業者がステークできるWebウォレットを通じたWebサービスを運用す
るとしましょう。Webサービスの運用において、収入はもっとも重要な要素のひ
とつです。この機能により、事業者はWebサービスの利用者になんら煩わせるこ
となく彼らに支払われる報酬の一部を運営費として受け取ることができます。こ
の事業者が運用するサービスは、獲得した利用者規模に応じた報酬が得られるで
しょう。
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国際プロジェクト03

XPC を普及させるにあたって、企業との協力関係を結ぶことは新たな利用者の獲得・利便性の提供への近道です。XPC-Project が設立す
る法人体制は、企業との提携をはじめとして、権利帰属と運営費の管理、取引所への上場など、法人格が求められる場合の代表としての立
場を担います。将来XPC財団を設立し、体系的な運営を行っていきます。
XPC チームには、アメリカ、カナダ、韓国、日本、タイ、イタリア、スロベニア、フィンランドという国際色豊かなメンバーがおり、そ
れぞれの国の事情に沿ってサービスとマーケティング展開を行っていきます。

まずは日本と韓国で XPC を活用できる 2 つのサービス、GeoLink/XPCheck を開始し、いずれグローバルなコミュニティにも広げてい
く計画です。XPCのマーケティング対象は世界全体であり、ひいては世界でXPCが使われる通貨となることを目指します。



GeoLink は、現在開発中の位置情報を利用した通信アプリケーションです。
利用者はXPCの雨雲を任意の場所に作ることができ、レインと呼ばれるXPCの配布を雨雲のまわりにいるXPC利用者に対して行うこ
とができます。それがリアル店舗を知るきっかけや、利用者が赴くきっかけ、ひいてはそこで得た体験を人に伝えるきっかけとなります。

XPCの雨雲は、用途に応じてさまざまなものを作成できます。 GeoLink による広告、イベント、コミュニケーションは、XPC利用者の
日常生活の一部となります。 さらに、雨雲やレインのための手数料により、XPCのバーンを促進します。

Web 上には暗号通貨を利用できる数多くのサービスがあり、その中で重要となるのが PC やスマートフォンな
どの情報端末に依存せずに暗号通貨を管理できるWebウォレットです。XPC の志向するエコシステムでは、「通
貨のやり取りに経験的価値を付与する」ことを念頭に入れ、暗号通貨経済におけるひとつの可能性を示します。

GeoLink
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XPCheck は、XPCを利用できる総合Webサービスです。
Web上で動作するウォレットを利用し、暗号通貨の新たな利用体験を提供します。
そのための機能として、ウォレットには新しく“レベル”の概念が導入されます。

　・取引手数料によるバーン量
　・PoSの成功回数
　・Rain の受け取り回数

バーン量は取引を、PoSの成功回数は利用期間を、Rain の受け取り回数は行動の指標です。
それぞれのレベルは利用者の熱量・アクティブさによって上昇します。
サービスの発信者はレベルによって利用者を知ることができる上、よりレベルが高ければより上質なサービスを提供する、ということもで
きます。
自分の行動がレベルに繋がる体験はきっとXPCを楽しいものとするでしょう。
これらの指標は現在構想中のものであり、開発実態と共に決め進めていきます。

XPCheck-Web ウォレットを中心としたエコシステムの構築

XPCheck



手軽に導入できる実店舗での決済機能

暗号通貨決済は、実際に決済として利用せずとも「利用できること」自体にも価値があります。
もちろん利用することにも付加価値があることで、XPCを使った生活を楽しく豊かなものにします。

　【店舗側の利点】
　・特に個人店舗の経営との相性が良く、今までアプローチする機会がなかった客層を取り込こめる可能性
　・XPCという共通の話題を得ることで、顧客との距離がより近づく

　【利用者の利点】　
　・ホルダー同士が集まることができる場所の獲得、イベント企画への発展
　・GeoLink を使うことでの、Rain を通じてその場で出会った人たちと体験共有
　・XPC利用者は実店舗を利用することで、よりウォレットレベルが上昇しやすく

企業との提携

企業側の課題として、ブロックチェーン技術や暗号通貨に対して興味はあるものの
どのようにアプローチをして良いのかがわからない、といったケースがしばしば見られます。
XPCチームはGeoLink/XPCheckをはじめとした機能的なサポートや組織的なサポートをすることで、よりXPCを発展させていきます。

　【企業側の利点】
　・暗号通貨の普及および技術活用に関する実績
　・GeoLink を利用した新たな利用者体験（Rain）を伴ったプロモーション
　・暗号通貨の利用に興味を持つ利用者層の獲得
　・ABPoSを利用したサービスの継続利用　
　・ウォレットレベルを利用して顧客の行動特性の把握

　【利用者の利点】　
　・提携することでのXPC利用者への信頼・安心感の提供
　・Rain 時の上昇レベルの優遇
　・提携サービスの利用

その他機能

・特定のユーザーへの支援機能



XPC Circulation3XPCの普及
XPCの“使用できる”フィールドを広げる所から始めます。
店舗に来る人同士が会話し、楽しみ、小さいコミュニティを作っていくことになります。
そのためには、より小さい単位でXPCの利用者が増えてゆくことが重要です。
各国に立てられた法人は、各国に基づいたXPC文化を構築することをミッションに掲げます。

XPC“チェイナー”プログラム

チェイナーとはXPCの普及に活動的な利用者たちのことです。
チェイナーになるためにはウォレットのレベルを一定以上にし、必要な情報の申請の手続きを行います。チェイナープログラムでは、チェ
イナーの助力によって店舗にXPC決済が導入された場合に、XPCheck を通じてチェイナー・店舗双方にXPCが配布されます。また、
店舗側の持つウォレットでのABPoSを行うと、ABPoS機能によってチェイナーにもネットワークの維持報酬が支払われます。
※チェイナープログラム全体を通して配布されるXPCには上限があります。
導入店舗様にはXPCheck への掲載に伴う、新規顧客の提供を行います。
チェイナーの方にはそのグレードによって、XPC-Project への名前掲載、パートナー名刺の配布、方針決定会議への招待などの特典が与
えられます。



eSports 大会およびチームスポンサーとして参加することで、通貨としての認知度をグローバルに広めると共に、XPC利用者が一丸となっ
て応援することができるような環境づくりを目指します。参加の様子は動画サイト、時にはリアル店舗を通して配信され、Rain と掛け合
わせた観戦体験を提供するでしょう。

ゲーム会社などの企業と提携したイベントの開催や、既存サービス上でXPCを利用できるようにすることで、暗号通貨としての認知度を
広め、XPC利用可能範囲の拡大と、新たな利用者に対してのアプローチを目指します。スポンサーとしてXPCを提供することや、Rain
機能などを利用したイベントを構想しており、時期に即した形で実現を図ります。

企業提携 /スポンサーシップ

e-Sports への取り組み

■ XPC SDKの提供
■ XPC Web ウォレットAPI 提供

開発支援ツールの提供











7LINK Related links

eXPerience Chain 公式サイト

https://www.xpchain.io/

eXPerience Chain Bitcointalk

https://bitcointalk.org/index.php?topic=4022431.0

eXPerience Chain 公式 Facebook

https://www.facebook.com/XPChain/

eXPerience Chain 公式 Twitter

https://twitter.com/XPChain_Global/

eXPerience Chain 公式Medium

https://medium.com/xpchain
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